
流
石
に
宗
租
に
憚
ら
れ
て
の
こ
ε
で
あ
ら
ふ
ε
察
せ
ら
れ
る
。

併
し
又

一
説

に
は
、
宗
租
も
參
内

の
折
は
、

い
つ
も
香
衣
を
召
さ
れ
た

の
だ
ざ
云
ふ
樣
な
説

も
あ
る
。
現
に
小
金

の

東
漸
寺

に
香
衣
の
大
師
像

が
在

っ
て
、
寺
傳
で
は
、
法
蓮
房
信
室
の
作

だ
こ
傳

へ
て
ゐ
る
。
鸞
宿
上
人
は
、
そ
の
繰
起

を
書
か
れ
だ
こ
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
が
、
惜
し

い
こ
ご
に
は
今

日
傳

つ
て
を
ら
ぬ
。
思
ふ
に
宗
祀
は
、
自
ら
烏

帽
子
も
き

ぬ
男

だ
ご
稱
し

て
ゐ
ら
れ
た
位

で
あ
る
か
ら
、
是

は
や

つ
ば
り
、
後
人
が
着

せ
ま
ゐ
ら
せ
た
も
の

し
見

る
が
、
寧
ろ
穩

當

で
は
な
い
か
ご
a
分
は
考

へ
る
。

(大
正

=

一
、
九
、
二
五
)

選
擇
の
中
心
ご
其
の
兩
面

　

梅

村

舜

道

第

一

序

論

第

二

曼
陀
羅
圖

第
三

概

説

第

一

序

論

宗
組
大
師
の
靈
絡
の
騁
驗
が
あ
り
て
、
後
に
選
繹
集

一
部
十
六
章
が
現
は
れ
π
の
で
あ
る
。
選
擇
集
の
組
織
選
述
が

一
七



一
入

あ
り
て
、
後
に
宗
租

の
靈
格

が
現
は
れ
た
の
で
は
な

い
。
此
れ
ば
見
易

い
道
理
で
あ
り
乍
ら
、
學
解
に
囚

は
れ
た
る
人

は
往
々
此

の
道
行
き
を
誤
る
の
で
あ
る
。

宗
租
の
鏤
格

の
髏
驗

は
、
即
ち
南
無
阿
彌
陀
佛
で
、
南
無
阿
彌
陀
佛
は
即
ち

一
代
藏
經

の
蹄

趣
で
、
法
界
眞
理
の
極

成
、
衆
生
救
濟

の
焦
點
、
轉
迷

開
悟

の
通

入
門
で
あ
る
。
故

に
選
擇
集

一
部
十
六
章
段

の
肝
要
は
唯
南
無
阿
彌
陀
佛

の

外
に
は
何
物
も
無

い
。
故

に
本
集

の
劈
頭

に
題
し

て
曰
は
く
。
南
無
阿
彌
陀
佛

ざ
。
此

の
深
意
は
唯
實
行
の
體
驗

に
依

り
て
味

ふ
よ
り
外
更

に
道
は
無

い
。
百
千

の
議
論
は

い
よ
く

斯

の
本
道
よ
り
蓮

か
る
の
み
で
あ
る
。
若
し
夫

れ
實
修

實
行
を
先
き
こ
し
て
、
斯

の

M
部
を
開
け
ば
、
章

々
皆

此
れ
金
玉
、
句

々
是
れ
悉
く
靈
韻
で
あ
る
。
今
愁

に
論
説
を
企

つ
る
こ
マ」
既

に
宗
組
不
順

の
子
、
嘸
漸

の
至
う
で
あ
る
。
有
信

の
高
士
は
乃
ち
之
を
捨

て
よ

唯
夫
れ
初
心
迷
路
の
人

の
爲

に
皓
月

の

一
指
ε
も
な
ら
ば
即
ち
望
外

の
幸

こ
す

ぺ
き
で
あ
る
。

乃
ち
選
擇
集
十
六
章

を

一
曼
陀
羅

圖
こ
し

て
示
す

こ
ご
如
左
。



ゆ

ド

マ

第

二

曼

陀

羅

圖

●

、

乳
卜

ρ一
九



ノ

第
三

概

説

二
〇

(
イ
)

の
佛
敷
以
外

の
科
學
哲
學
宗
敷
等

ε
は
。
抑

々
現
代
東
西
の
思
想
混
亂
し
、
百
科
の
學
起
り
、
隨

つ
て
宗
敖

の
權
威
地
に
墜

ち
、
殊

に
佛
光
も
爲

め
に
瞹
昧

の
裡

に
葬
ら
れ
む
ご
す
る
は
頗

る
慨
す

べ
き
事
で
あ
る
.)
然

る
に
吾

人

の
心
靈
最
絡

の
歸
趣
は
須
ら
く
明
快
な
る
選
擇
取
捨
を
以
て
唯

一
勝
道
を
攝
取
せ
ざ
る

べ
か
ら
ざ

る
の
で
あ
る
。
宗
租

出

現
の
當
時

に
あ
り
て
は
、
發
願
歸
三
寳

の
第

一
歩

に
於

て
、
既

に
唯
佛
遘
無
上
法
に
歸
し

て
猛
進

せ
ら
れ
、
眞
の
求

溢
者
は
更

に
餘
道
に
動

か
さ
れ
ざ
る
に
依

り
て
、
佛

遘
修
行
者
に
取

り
て
は
、

一
般

に
此
の
取
捨
選
擇

は
堅

實
な
る
も

の
で
あ

つ
た
。
宗
組
は
固
よ
り
此

の
第

一
歩
の
取
捨
選
擇
に
低
迷
せ
ら
る

丶
方
で
な
か

つ
た

こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
翻

つ
て
現
代
を
顧
み
、
吾
人
の
蓮
命
を
察
す

る
に
、

一
面
文
化
燦
然

の
世

こ
し

て
誇
り

つ
㌧
而
も
其

の
實
吾
人
の
心
靈

の

蹄

趣
に
至
り

て
は
、
混
亂
低
迷
洵
に
浩
歎

に
堪

へ
ざ
る
も

の
が
あ
る
。
有

心
の
人
は
須
ら
く
沈
潜
内
察

、
斯

の
昏
朦
を

排
し
て
、
不
動

の
取
捨
選
擇
を
謬

つ
て
な
ら
隔
こ
.こ
丶
惟
は
れ
る
。
即
ち
勇
猛
を
鼓
し
て
佛
陀
の
無
上
法
に
歸
す

ぺ
き

で
め
る
。

(
す
)

は
曰
は
く
淨
土
宗

も
又

一
代
佛
敖
を
攝
し

て
、
此
を
聖
道
淨
土
の
二
門

芝
見

た
つ
る
の
で
あ
る
。
而
も
此

の

二
門
の
中
、
吾
人
の
時
機
を
顧
み
て
聖
逍
の
辿
り
を
捨

て
」
、
唯
淨
土

の

一
門

の
逋
入
を
選
び
取
る
の
で
あ
る
。
淨
土

一
門
の
中

に
於
て
正
雜
二
行

の
あ
る
中
、
其

の
得
失

を
察
し

て
.
雜
行
を
捨

て

丶
唯
正
行
を
取
る
の
で
あ
る
。
叉
五
種



の
正
行
の
め
ス
中

、
正
定
の
本

願
に
據

り
て
、
前
三
後

一
を
傍
ら
に
し

て
、
唯
第
四
に
稱
名
號

を
專
ら
に
す
る
の
で
あ

る
。
か
く

て
經
文
の
上
に
於

て
、
善
導

の
釋
義

に
依
り
て
、
諸
行
を
廢
し
て
、
又
唯
念
佛
を
取
る
所
以
を
明
か
に
す
る

の
で
あ
る
。

(
ハ
)

は
彌
々
ロ
稱
念
佛

の

一
行

に
定
つ
た
こ
云
ふ
所
以
は
、
外

に
あ
ら
命
し

て
、
即
ち
彼

の
佛

の
本
願
に
擦

る
か

ら
で
あ
る
。
是
れ
第
三
章

に
本
願
を
明

か
さ
れ
た
る
所
以
で
あ
る
。
然
ら
ば
阿
彌
陀
佛

は
何
が
故

に
、
諸
行
を
捨

て
丶

唯
稱
名
念
佛
を
本
願
ざ
爲
し
給

ふ
乎

に
就
き

、
宗
覦
は
二
つ
の
理
由
を
擧
げ
ら
れ
て
居
る
。
即
ち
第

一
は
勝
劣

の
義

で

諸
行
は
劣
り
、
念
佛
は
勝
ぐ
れ
て
お
る
か
ら
で
あ
る
。
第

二
は
諸
行
は
修
し
難
く
、
念
佛

は
修
し
易

い
ご
云
ふ
難
易

の

道
理
か
ら
で
あ
る
。
難
易
の
道
理
は
思
ふ
て
之
を
知

る

べ
く
、
今
且
ら
く
勝
劣

の
義

に
就
き
て

一
言
せ

む

に
、
諸
善

の

部
分
的
の
善
な
る
に
比
し
て
念
佛

は
根
本
善

で
あ
b
總
體
善
で
あ
る
、
宗
紺
は
此
を
萬
徳
所
歸

の
名
號

ご
言
は
れ
た
。

此
の
萬
徳
所
歸

の
名
號

ご
云

ふ
時
は
正
し
く
は
阿
彌
陀

の
三
字
で
あ
る
が
、
此

の
萬
徳
所
歸

に
就

き
て
は
、
名
大
不
離

ε
申
す
原
理
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
凡
そ
物
あ
れ
ば
必
す
名
あ
り
、
名
は
必
す
體
を
現
は
す
。
非
情
は
自
ら
動

か
ざ

れ

.
費
も
、
有
情
者
此
を
呼

ぺ
ば
何
等

か
ら
寫
像
ご
共

に
作
用
を
示
す
。
有
情
の
名
に
至
り
て
は
敏
ご
鈍
こ
の
別
あ
れ
費
も

必
す
名
を
呼
ぴ
て
體
を
徴
す
。
犬
猫
の
類
此
を

思
ふ

ぺ
ぐ
、
人
に
在
り
て
更

に
俊

な
る
の
で
あ

る
。
況
や
融
逋
者
其
の

名
を
呼

ぶ
に
、
體
現
何
の
不
可
あ
ら
う
か
。
況
や
其
の
本
願
あ
る
に
於
て

お
や
で
あ
る
。
惟

ふ
て
之
を
信

知
す

べ
き
で

あ
る
。
今
阿
彌
陀

の
名
號
ε
名
大
不
離
ご
申
す
原
理
に
就
き
て
、
選
擇
集
の
文
に
徴
す
る
に
左
の
如
く
で
あ

渇
。
大

ご

i

l

l



'

二

二

云

ふ
は
體
ご
相
ご
用
ご
の
三
大

で
あ
る
。
萬
物
之
を
備

ふ
。
彌
陀
報
身

の
三
大
圓
融
の
妙
果
を
偲

ぶ

ぺ
き
で
あ

る
。
'

r
(
一
)

體
大
。
文

に
曰
く
、
三
身
、
四
智
、
十
力

、
四
無
畏
等

。

(
二
)

相
大

。
文

に
曰
く
、
相
好
光
明
等
。

(
三
)

用
大
。
文

に
曰
く
、
説
法
利
生
等
。

凡
そ
此
等

の
三
大
网
彌
陀
の
三
字

ε
離

れ
ざ
る
が
故
に
名
大

不
離

で
あ
る
。
名
大
不
離
な
る
が
故

に
萬
徳
所
歸

で
あ

る
。
萬
徳
所
歸

な
る
が
故

に
、
超
勝
獨
妙

に
し
て
.
諸
善
ご
比
較
す

ぺ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
之
を
以
て
阿
彌
陀
佛

因
時

に
於

て
此

の
理
を
思
惟

ま
し

1
丶

て
其

の
劣
れ
る
を
捨

て
㌧
、
其

の
勝
ぐ
れ
た
る
も
の
を
取
り
て
以
て
本
願
ε
建

て
給
ひ
し
な
る

べ
し

ご
拜
察
す

べ
き
で
あ
る
。
是
れ
第

三
本
願
章

の
意

で
あ

つ
て
、
宗
意

の
根
源

c
あ

つ
て
選
擇
唯

一

の
燒
點
は
唯
茲
所

に
歸

す
る

の
で
あ
る
、
此

の
本
願

の
名
號

に
我
が
全
身
心
を
擧
げ
て
歸
命
す
る
姿

が
南

無
の
二
字
で

あ
る
。
是

れ
念
佛

に
は
必
須
的
要
件
な
る
が
故
に
第
入
章

に
於
て
、
三
心
の
詳
説
あ

る
所
以
で
め
る
。
さ
れ
ば
念
佛

ご

は
正
し
く
は
南
無
阿
彌
陀
佛
の
體
驗

で
あ

つ
て
、
凡
佛
不
離

の
姿

で
あ
る
。
宗
祀
は
此
を
三
心
具
足
の
名
號

ご
申

さ
れ

た
の
で
あ
る
。
此

の
三
心
具
足
の
名
號

の
體
驗

者
は
其

の
當
然

こ
し

て
外
界

に
四
修

の
發
現

ご
な
る
の
で
あ

る
。
是
れ

第
九
章

に
四
修

の
明

か
さ
れ
だ
る
所
以
で
あ

つ
て
、
南
無
阿
彌
陀
佛

に
三
心
も
四
修
も
籠
る
ざ
は
此
の
道
理
を
仰
せ
ら

れ
π
の
で
あ
る
。

ハ
ニ
)
は
慨
に
斯

の
稚

一
選
擇

の
目
標

の
確
淀
し
元

る
上
は
、
後
の
章
段

の
説
明
は
全
ぐ
薪

の

一
念
佛
の
内
包
功
徳

の



開
顯
で
あ
る
。
斯

の

一
に
し
て
全
な
る
念
佛

の
功
能
、
徳
用
は
到
底
筆
舌

の
能
ぐ
及

ぶ
所
で
は
無

い
。
轉
迷
開
悟
の
功

能

も
、
佛
種
開
顯

の
遯
程
も
、
、
淨
佛
國
土

の
理
想
も
、
成
就
衆
生

の
力
用

も
、
煩
悶
淌
滅
も
、
三
垢
淌
散
も
、
無
畏
精

進
遒
の
開
顯
も
、
r歡
喜
踴
躍

の
大
俛
も
、
三
世
超
過
の

一
念
も
、
生
死
解
脱

の
大
道
も
悉

く
具
備
せ
ら
れ
て
、
更

に
何

写

等

の
不
足
は
な

い
の
で
あ
る
。
之
を
以
て

一
念
大
利
無
上
功
徳

.G
歎
せ
ら
れ
、
特
留
此
敖

と
な
り
、
攝
取
不
捨

ε
な
り

化
佛

の
讃
歎

ざ
な
り
、
雜
善

に
約
對
し
て
全
比
非
較
こ
な
り
、
釋
奪

の
付
嘱

こ
な
り
、
多
善

根
、
勝
善
根
、
大
善
根

ご

歎

せ
ら
れ
、
諸
佛
の
證
誠
こ
な
う
、
亦
復
護
念

ご
現
は
れ
た

の
で
あ
る
。
恐
ら
く
此
に
て
も
宗
祀

は
念
佛

の
功
能
徳
用

の
廣
大
な
る
こ
ご
を
讃
す

る
に
ば
爾
短

か
い
ご
思
召
た
で
あ
ら
う
ご
察

せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

(
ホ
)
の
第
十
六
章
段
は

一
部

の
綱
要
、
宗
租
體
現
の
表
明

で
あ

つ
て
、
偏

に
善
導
和
省

に
依
り
て
決
正
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
是

れ
は
既

κ
迂
路

の
説
明
を
超
過
し
た
境

地
で
あ
る
。
但
し
十
六
章

一
章

即
全
章
妙

融
で
あ
る
。

(
へ
)斯

く
し
て
偉

大
な
る
宗
租
法
然
上
人
の
靈
格
は
出
現
し
て
、
凡
夫
直
ち
に
報
土

に
入
る
の
導
師

ご
し
て
、

一
切

衆
生
の
眞

の
知
識
ご
爲
り
給

ふ
π
の
で
あ
る
。

(
,s..
)是

れ
は
正
し
く
大
唐
善
導
和
徇
の
靈
格
の
指
南
に
擦

る
も

の
で
あ
る
。

ヘ
チ
)
此
の
導
室

二
頑
の
出
現
は
、
全

～
願
王
彌
陀

の
智

願
海
よ
り
生

れ
た
も
の
で
あ

る
。
斯

の
彌
陀

の
智

願
は
唯

釋

迦
佛
此
土
に
於

て
指
讃
し
給
ふ
の
み
な
ら
す

、
十
方

の
諸
佛
同
じ

ー
稱
揚

咨
嵯
し
て
休

み
給

は
ざ
る
所

で
あ
る
。

一
佛

即
ち

一
切
佛

、

一
切
佛
卸
略

漏
佛
、
三
身
妙

融
の
佛
境
界

は
俄

か
に
凡
夫

の
猯
摩
を
容
さ
濾
。
唯

念
佛

道
に
依

る

べ
き

で
あ
る
矣

。
(完

)

ご

三

舳


